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[913.7/15/2] 

こてんらくごたいけい だい２かん おおやままいり

♯ 古典落語大系 第２巻 〔大山詣り〕

作者：江國滋 （えくに・しげる ） 他

刊行：昭和 年（ ）
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 解題

■ 内容

『古典落語大系』は特定の芸風や演出に拘泥せず、

伝統落語のすべての面を網羅し、今一度落語を読み

直そうと再編集したものである。

本大系の第２巻には、「大山詣り」が収録されてい

る。文字通り大山詣りがテーマで、その風俗がよく

わかる江戸落語である。似たような構成のものに、

お伊勢詣りをテーマとする上方落語の「百人坊主」あるいは「百人坊主勝

負の魁」と題するものがある。「大山詣り」は、「百人坊主」が江戸に渡っ

たものという説とそれぞれが別個に発生したという説がある。また、『大山

道中膝栗毛』（滝亭鯉丈）に同様の筋がある。いずれにしろさかのぼると狂

言の「六人僧」が原話とされている。さらにさかのぼると中国・明の『雅

謔』に「朱搭戸」という話がある。

この落語の成立時期は不明である。文化年間（ ）のネタ帳に「大

山詣り」という記述があるが、内容が伝わっていないので同じものかは不

明である。一方で江戸落語でも明治大正期までは「大山詣り」の内容を「百

人坊主」と題して上演しており、「大山詣り」という題での上演は古いもの

ではないようである。このあたりが「百人坊主」が元になっているという

説の論拠にもなっている。

■ 作者

「大山詣り」の作者は不明だが、滝亭鯉丈の『大山道中膝栗毛』に同様

の筋があることから鯉丈が自作自演したのではないかという説がある。
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なお、この巻の編集は江国滋等が行っている。
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